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2Np－8 布地の裁断ずれについて
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　目的　縫製作業を能率よく正確に行なうには、種々の要素が考えられるが布地の裁断も

重要なポイントの１つである。とくに、布地の裁断にあたっては単に一枚の布地を裁断す

る以外に何枚も布地を重ねて一度に裁断する場合もある。そのさい、最上層と最下層の布

地とでは布地がずれて裁断され、少ない縫い代の箇所では問題となることをしばしば経験

する。

そこで、我々は裁断時の布地ずれを定量的にとらえることを試みた。すなわち布地の種類

、組織、厚さ、糸密度、方向などの違いによる布地の裁断ずれについて検討した。

　方法　試料布は組成、厚さ、糸密度、などの異なる市販の各種布地を用い布地の方向（

たて、よこ、23°、4 5°、6 7°、1 3 5° バイヤス）の違いによる裁断ずれ寸法を

測定し、布地の物性と裁断ずれ寸法との関係について検討を行なった。

　結果　裁断時の布地ずれは布地の種類、方向いずれの要因も関与するがやや方向の要因

の影響が大きい傾向であった。

布地の方向によるずれ寸法はたて、よこ方向が小さく、バイヤス方向のずれ寸法が大きい

傾向を示した。また、バイヤス方向では45°バイヤスのずれ寸法が小さい傾向をあらわ

した。

布地においては剛軟度の小さい軟らかい布地のずれ寸法が大きくなる傾向を示した。
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【冒的】縫い目の長さ（以下皿で示す）と傾斜角(以下αで示す）の程度とが縫い目の品

質に与える影響を明らかにする。

【方法】試料布は綿100％の浴衣地、手縫い糸は綿1 r＼r＼％の糸４種（Ti,T2,T3,T7）、縫い針

はガス針1 0号を使用した。尤は、表目2.0，3.0,4.0,5.0,6.0amに対して裏目はαが13.9°

から90.0°までの試料布を作成した。引っ張り試験はグラブ法に準じて行い、その状態を

ビデオプリンター及びs-s曲線記録紙により観察し判定した。

　【結果】①最初はαを90.0*一定で縫合した。ｊを次第に減らすと縫い目の｡強さPsは逆比

例的な曲線を描いて増加した。この曲線は強い縫い糸を用いると相対的に上昇し、弱い糸

では相対的に降下した。②αを90.0'より次第に下げて実験し、縫い糸が縫い目を破断す

る臨界点の傾斜角改cを求めた。次cの値は£の減少とともに逆比例的な曲線を描いて増加

した。この傾向は縫い糸が強くなるぼど相対的に上昇した。③初心者の縫い目のαの分布

曲線より、品質管理上許容される傾斜角の下限地d/を推定した。前述の改c曲線か∂i値

を切るときのでの値を求めるとTl～T3のときいずれも£d/＝3.2～4.5i!iinの領域に集中し

ている。このことは従来よりｊが経験的に4.0!!m前後であることと符号している。④①で述

べた逆比例曲線上のPsの値はいずれもαが90.0'よ'O改eまではごくわずかずつ下がるが、

大cより小さくなると徐々にかなり低下する。この低下の割合は叉が小さくなるほど増加す

る。以上のことから4.0in�前後の縫い目で直角運針が望ましいが、90.Q'から改cまでは許

容範囲であることが判明した。
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